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９ 最
後
ま
で
漕
げ
た
瞬
間
は

　
思
わ
ず
涙
が
で
て
き
ま
し
た

市
民

シリーズ

154

　
　

208

山
に
彫
ら
れ
た
仏
様

　
市
立
博
物
館
の
10
月
の
休
館
日

は
７
日
、
15
日
、
21
日
、
28
日
で
す
。

崖
観
音
と

大
網
の
お
大
日
様

秋山有紀さん

広報／たてやま
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市民
シ
リ
ー
ズ

　「
２
年
生
の
頃
に
ケ
ガ
を
し
て
、

戦
線
離
脱
を
し
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
が
、
こ
の
大
会
で
最
後
ま
で
漕

げ
た
瞬
間
は
、
思
わ
ず
涙
が
出
て

き
ま
し
た
。
東
京
上
野
の
出
身
だ

け
ど
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
釣
り
が

好
き
で
、
海
に
か
か
わ
る
仕
事
に

つ
こ
う
と
思
い
入
学
し
て
、
本
当

に
良
か
っ
た
」
（
３
年
、
鵜
野
雅

弘
さ
ん
）

「
こ
ち
ら
で
の
練
習
時
か
ら
タ
イ

ム
が
良
か
っ
た
の
で
、
自
信
は
あ

り
ま
し
た
。
カ
ッ
タ
ー
の
難
し
さ

は
、
何
と
い
っ
て
も
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
す
。
14
人
の
呼
吸
が
一
つ
に

な
ら
な
い
と
推
進
力
が
生
ま
れ
な

い
。
練
習
を
積
み
重
ね
、
試
合
で

勝
つ
自
信
が
つ
き
、
喜
び
に
つ
な

が
り
ま
し
た
」
（
３
年
、
部
長
の

森
洋
人
さ
ん
）

　
平
成
８
年
創
部
、
部
員
数
27

人
。
７
月
24
日
、
25
日
の
両
日
、

全
国
か
ら
16
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

が
ま
ご
お
り

愛
知
県
蒲
郡
港
で
開
催
さ
れ
た
、

第
４
回
全
国
水
産
・
海
洋
高
等
学

校
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
大
会
で
、
昨

年
に
引
き
続
き
優
勝
。

　
レ
ー
ス
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
。
500
ｍ
折
り
返
し
の
１
０
０
０

ｍ
の
コ
ー
ス
を
反
時
計
回
り
で
行

わ
れ
る
。
予
選
を
昨
年
の
タ
イ
ム

を
10
秒
以
上
も
上
回
る
５
分
35
秒

台
で
１
位
通
過
し
、
準
々
決
勝
、

準
決
勝
、
決
勝
を
快
勝
。
カ
ッ

タ
ー
は
全
長
が
９
ｍ
の
艇
を
ク

ル
ー
（
こ
ぎ
手
）
12
人
に
、
艇
指
揮

（
船
長
）
１
人
、
艇
長
（
舵
取
り
）

１
人
の
計
14
人
で
航
行
す
る
。

　
練
習
は
早
朝
５
時
20
分
か
ら
の

約
２
時
間
と
夕
方
午
後
３
時
30
分

か
ら
の
約
２
時
間
の
１
日
４
時

間
、
毎
日
続
け
て
い
る
。
朝
練
習

で
は
実
際
に
漕
ぎ
が
、
午
後
は
６

噌
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
筋
肉
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
中
心
。

国
立
館
山
海
上
技
術
学
校

　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
タ
ー
部

Ｐ
Ｒ
Ｏ
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Ｉ
Ｌ
Ｅ

▲優勝した瞬間の部員

　
昨
年
３
月
の
テ
レ
ビ
報
道
で
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
バ
ー
ミ
ヤ
ン
に
あ

る
巨
大
石
仏
が
、
破
壊
さ
れ
る
シ
ー

ン
を
た
び
た
び
放
映
し
て
い
ま
し

た
。
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
石
窟
は
、
ギ
リ

シ
ア
と
イ
ン
ド
の
文
化
が
融
合
し
て

つ
く
り
だ
し
た
仏
教
遺
跡
で
、
千
500

年
以
前
の
も
の
で
す
。

　
破
壊
さ
れ
た
石
仏
は
、
岩
山
の
巨

大
な
窪
み
の
中
に
直
接
仏
像
を
彫
り

出
し
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
仏

ま
が
い
ぶ
つ

像
の
つ
く
り
方
を
磨
崖
仏
と
い
い
ま

う

す

き

す
。
日
本
で
は
大
分
県
臼
杵
や
栃
木

お

お

や

県
大
谷
に
あ
る
平
安
時
代
の
磨
崖
仏

が
有
名
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、

江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
鋸
山
の
大

仏
が
磨
崖
仏
で
す
。

　
奈
良
時
代
に
始
ま
り
、
平
安
時
代

に
な
る
と
大
規
模
な
も
の
が
盛
ん
に

つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
鎌
倉
時
代
以
降
に
は
小
規
模

に
な
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
ま
で
つ

く
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。

ぎ
ょ
う
こ
が
ん

　
日
本
で
は
軟
ら
か
い
凝
灰
岩
に

彫
る
こ
と
が
多
く
、
修
験
道
の
行

者
に
よ
る
民
間
信
仰
の
な
か
で
つ

く
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
市
内
で
は
、
船
形
の
崖
観
音
が

磨
崖
仏
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
崖
観
音
と
は
、
崖
の
途
中
に

あ
る
お
堂
の
呼
び
名
で
は
な
く
、

崖
に
彫
ら
れ
て
お
堂
の
中
に
祀
ら

れ
て
い
る
観
音
様
の
こ
と
で
す
。

　
平
安
時
代
の
中
頃
に
つ
く
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
観
音
様
で
、
高

さ
は
131
㎝
。
い
ま
は
赤
い
お
堂
に

覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
昔
は

お
堂
が
な
く
、
山
肌
に
彫
ら
れ
た

観
音
様
の
姿
を
、
海
か
ら
拝
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
海
を
行

き
来
し
て
交
易
を
し
た
り
、
海
で
漁

を
し
て
生
活
を
す
る
人
々
の
信
仰
を

あ
つ
め
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
市
内
に
は
大
き
な
磨
崖
仏
が
も
う

一
か
所
に
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
館
野
地
区
大
網

の
東
側
に
あ
る
山
の
中
腹
に
、
高
さ

196
㎝
、
幅
150
㎝
の
仏
様
が
彫
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
し
ゃ
な
い
ん

　
真
言
宗
の
舎
那
院
と
い
う
お
寺
か

ら
少
し
上
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
山

だ
い
に
ち
や
ま

を
土
地
の
人
は
「
お
大
日
山
」
と
よ

び
、
こ
の
仏
様
も
お
大
日
様
と
し
て

信
仰
し
て
い
ま
す
。
軟
ら
か
い
凝
灰

質
の
砂
岩
に
彫
ら
れ
て
い
る
の
で
、

も
と
の
姿
が
わ
か
り
に
く
く
、
つ
く

ら
れ
た
時
代
も
わ
か
り
ず
ら
い
の
で

す
が
、
室
町
時
代
以
前
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
末
頃
の
こ
と
、
館
山

湾
で
漁
を
す
る
人
々
が
夜
な
夜
な
大

日
山
で
赤
い
光
が
立
つ
の
を
見
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
は
お
大
日
様
が
風
霜

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う

こ
と
で
、
覆
い
屋
を
作
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
話
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
こ
こ
に
も
漁
師
の

信
仰
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
崖
の
観
音
様
も
大
網
の
お
大
日
様

も
、
館
山
湾
を
望
む
山
の
う
え
に
あ

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
館
山
湾
の
歴
史

を
見
つ
め
続
け
て
い
る
の
で
す
。 大網のお大日様
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調
査
は
、
介
護
保
険
制
度
の
対

象
と
な
る
40
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
に
、
介
護
保
険
で
認
定
を
受
け

て
い
る
人
の
う
ち
「
羨
居
宅
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
」、「
腺
サ
ー
ビ
ス
未

利
用
者
」
を
す
べ
て
調
査
し
、
ま

た
、
「
舛
一
般
市
民
（
65
歳
以

上
）
」
、
「
船
一
般
市
民
（
40
～
64

歳
）
」
を
無
作
為
抽
出
で
調
査
し

ま
し
た
。
ま
た
、
「
薦
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
」
（
市
内
で
サ
ー
ビ
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ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
）
に

対
し
て
も
す
べ
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
各
区
分
ご
と
の
調
査
内
容

は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
、
介
護

保
険
制
度
が
は
じ
ま
っ
て
生
活
が

ど
う
変
わ
っ
た
か
伺
い
ま
し
た
。

「
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
事
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る

こ
と
が
出
来
る
」
44

・
９
％
、

「
家
族
な
ど
の
介
護
の
負
担
が

減
っ
た
」
34
・
４
％
な
ど
、
プ
ラ

ス
の
評
価
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
「
保
険
料
や
自
己
負

担
な
ど
経
済
的
な
負
担
が
重
く

な
っ
た
」
と
の
回
答
は
12
・
１
％

で
し
た
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度

で
は
、
「
訪
問
介
護
」
、
「
通
所
介

護
」
な
ど
11
項
目
に
つ
い
て
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
「
訪
問
看
護
」
で

87
・
５
％
、
「
訪
問
入
浴
介
護
」

で
85

・
３
％
、
「
福
祉
用
具
貸

与
・
購
入
」
で
82

・
５
％
な
ど

で
、
概
ね
疏
満
足
疎
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（
表
２
参
照
）

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
な
い
人
の
理
由
で
は
、

「
家
族
で
介
護
し
て
く
れ
る
か

ら
」
が
64
・
６
％
、
「
自
分
で
生

活
で
き
る
か
ら
」
が
33
・
８
％
な

ど
で
し
た
。

▼表１　調査の対象

訪問入浴
介　　護

短期入所
生活介護

福祉用具
貸与・購入

▼表２　サービスの満足度

満足 どちらともいえない 不満 無回答

110

251

208

件数

訪問看護

109

訪問介護 403

116通所介護

5.02.0 13.1

5.2 16.4 5.2

4.5 24.5 5.5

1.4

7.4

9.20.4 8.4

5.5

65.5

87.5

82.5

80.1

73.3

8.7 2.4

85.3 1.8

0 20 40 60 80 100

　
主
な
結
果
で
は
「
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
事
で
、
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
」、

「
相
互
扶
助
の
保
険
制
度
な
の
で
保
険
料
を
納
め
る
の
は
し
か
た
が
な
い
」
な
ど
、
３
年
間
で
、
介
護
保
険
制

度
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
回
答
が
あ
る
一
方
で
、「
入
所
施
設
の
確
保
に
力
を
い
れ
る
べ
き
」、
な
ど
介

護
保
険
施
設
の
充
実
を
望
む
声
も
あ
り
ま
し
た
。
向
う
３
年
間
に
わ
た
り
、
保
険
料
や
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

内
容
を
決
め
る
介
護
保
険
事
業
計
画
を
現
在
、
策
定
中
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
こ
の
計
画
に
反
映
さ

れ
ま
す
。
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
（
殖
22
―
３
４
８
７
）

　写真は市内大網在住の荒木田庄一（87）、

竹（81）夫妻。結婚生活59年。庄一さんは膝

を曲げるのが不自由だが、歩くのが大好きで、

現在は週４日の介護サービスを受けている。

サ
ー
ビ
ス
に
「
概
ね
満
足
」

６
割
以
上
が
家
族
で
介
護

介
護
保
険
制
度
で
、
生
活
は
変
わ
っ
た
？

認

定

者

介
護
保
険

調 査 対 象
羨居宅サービス利用者

腺サービス未利用者

舛一般市民（65歳以上）

船一般市民（40～64歳）

薦サービス提供事業者

　　　調　査　方　法
全数調査・ケアマネジャーに
よる訪問調査
全数調査・配布、回収とも
郵送（一部訪問調査）
無作為抽出
配布、回収とも郵送
無作為抽出
配布、回収とも郵送
市内でサービスを提供して
いる事業者全数
配布、回収とも郵送

対象数

725

245

1,200

1,000
　　

38

回収率

96.7%

79.6%

66.1%

54.0%

89.5%

回収数

701

195

793

540

34

上
記
以
外

介護保険アンケート
    　調査結果まとまる

　
平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら

は
じ
ま
っ
た
「
介
護
保
険
制
度
」
も

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
「
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
策
定
の
年
に
あ
た
り
、
そ
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め

の
「
介
護
保
険
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
今
年
の
２
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
今
回
こ
の
調
査
結
果
の
概
要
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

            

安
心
し
て
生
活
で
き
る

お風呂に入るのが楽しみ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

            

安
心
し
て
生
活
で
き
る

調
査
の
対
象
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集特

　
介
護
保
険
制
度
は
、
施
設
の
充

実
な
ど
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
や
市
独

自
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
保
険
料
が
高
く
な
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
い

ま
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

で
は
、
「
現
在
の
ま
ま
で
よ
い
」
が

51

・
９
％
、
「
わ
か
ら
な
い
」
が

27

・
８
％
、
「
保
険
料
が
高
く

な
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
て

ほ
し
い
」
が
18
・
３
％
で
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

人
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
38
・
５
％
、

32
・
３
％
、
17
・
９
％
で
し
た
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
の
一
般
市
民

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
30

・
６
％
、

42
・
７
％
、
16
・
４
％
と
の
結
果

で
し
た
。

　
一
般
市
民
に
、
も
し
介
護
が
必

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
に
は
、
１
割
の
自
己
負
担
が

必
要
で
す
。
自
己
負
担
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

で
は
、
「
概
ね
妥
当
だ
と
思
う
」

が
65
・
２
％
、
「
安
い
と
思
う
」

が
11
・
４
％
、
逆
に
「
高
い
と
思

う
」
が
６
・
３
％
で
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
47
・
２
％
、
６
・

７
％
、
８
・
７
％
、
で
し
た
。

　
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

▼表３　保険料について
　（居宅サービス利用者・単数回答）（％）

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
「
相
互
扶
助
の
保
険
制
度
な

の
で
納
め
る
の
は
し
か
た
が
な

い
」
36
・
９
％
、
「
当
然
納
め
る

べ
き
」
25
・
０
％
、
「
高
齢
者
が

利
用
す
る
制
度
な
の
で
納
め
る
の

は
し
か
た
が
な
い
」
18
・
７
％
と

肯
定
的
な
意
見
が
合
わ
せ
て
80
・

６
％
で
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
な
い
人
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

26
・
７
％
、
16
・
４
％
、
18
・
５

％
と
肯
定
的
な
意
見
が
合
わ
せ
て

61
・
６
％
で
し
た
。（
表
３
参
照
）

要
と
な
っ
た
場
合
の
介
護
の
方
法

を
伺
い
ま
し
た
。

　
65
歳
以
上
で
は
、
「
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
や
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
な
が
ら
自
宅
で
介
護
し

て
ほ
し
い
」
が
32
・
３
％
、「
家
族

な
ど
を
中
心
に
自
宅
で
介
護
し
て

ほ
し
い
」
が
23
・
３
％
、
「
老
人

ホ
ー
ム
や
病
院
な
ど
に
入
所
し
た

い
」
が
19
・
４
％
で
し
た
。

　
ま
た
、
40
～
64
歳
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
37
・
８
％
、
16

・
３
％
、

23
・
７
％
で
し
た
。（
表
４
参
照
）

　
施
設
の
職
員
が
感
じ
て
い
る
入

所
者
の
介
護
の
希
望
場
所
を
複
数

回
答
で
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
「
自

宅
」
が
77
・
８
％
と
圧
倒
的
で
、

続
い
て
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
」
が
33
・
３
％
で
し
た
。

　
今
後
、
介
護
に
か
か
わ
る
施
策

で
特
に
力
を
入
れ
る
べ
き
も
の
を

伺
い
ま
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

で
は
、
「
入
所
施
設
の
確
保
」
が

41
・
４
％
、
「
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の

量
や
質
の
充
実
」
が
27
・
５
％
、

「
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
量
や
質
の
充

実
」
が
26
・
５
％
で
し
た
。
（
表

５
参
照
）

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
な
い
人
で
は
、
「
入
所
施
設
の

確
保
」
48
・
２
％
、
「
家
族
の
介

護
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
施

策
・
事
業
の
充
実
」
が
37

・
４

％
、
「
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
に

配
慮
し
た
保
険
料
設
定
」
が
30
・

８
％
な
ど
で
し
た
。

　市内の100歳以上の人は、今年の12

月31日で、12人になる見込みです。

　市では毎年、80歳、88歳、99

歳、100歳以上の人に敬老祝金とし

て、館山市商業協同組合発行の共通

商品券を贈呈して、敬老の意を表し

ます。今年度の対象者は、80歳が

452人、88歳が225人、99歳が６

人、100歳以上が12人、合計695人

です。

　100歳以上の人と99歳の人には市

職員が、88歳と80歳の人には各地区

の民生委員が、敬老の日までにお届け

します。

　問合せ／高齢者福祉課

　　    高齢対策係（殖22―3487）

相互扶養の保険制度なので
納めるのはしかたない

高齢者が利用する制度なので
高齢者が納めるのはしかたない

当然納めるべき

年金生活なので納めたくない

わからない

無回答

介護保険の世話にはなりたく
ないので納めたくない

その他

▼表４　希望する介護方法
（65歳以上の一般市民・単数回答）（％）

介護保険サービスや保健福祉サー
ビスを活用しながら自宅で介護

家族などを中心に自宅で介護してほしい

老人ホームや病院などに入所したい

わからない

無回答

その他

納得のできる公正な認定結果となるよう介護認定方法の充実

訪問介護や訪問看護などの訪問サービスの量や質の充実

通所介護や通所リハビリなどの通所サービスの量や質の充実

グループホームの充実

入所サービスの要望にすぐに応えられるよう入所施設の確保

介護保険制度の対象とならない市町村独自のサービスの提供

サービス利用にあたって重要な役割を担う介護支援専門員の質向上

サービス提供事業者の質を高めるための指導の充実

介護支援専門員やサービス提供事業者に関するPRや情報提供の充実

苦情相談窓口の充実

介護保険のしくみや利用方法に関する情報提供

痴呆性高齢者などの権利擁護のための制度の充実

低所得者の負担軽減に配慮した保険料設定

介護予防や要介護度の進行防止のための健康づくり・保健事業充実

家族の介護負担を軽減するための施策・事業の充実

バリアフリーへの住宅改造や福祉用具の利用への支援

車いすになっても安心して外出できる地域バリアフリー化の推進

その他

無回答

▼表５　特に力を入れるべき施策（居宅サービス利用者・複数回答）（％）

23.7

27.5

26.5

7.4

41.4

12.0

8.8

12.3

9.1

6.3

14.8

8.1

24.1

11.0

25.4

13.7

20.4

22.5

3.4
件数＝701

36.9

25.0

18.7

9.0

7.7

1.6 0.1

1.0

32.3

23.3

19.4

14.2

10.1

0.6

0 10 20 30 40 50

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
「
概
ね
妥
当
」
だ
と
思
う

サ
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ビ
ス
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容
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現
在
の
ま
ま
で

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
自
宅
で
介
護
し
て
ほ
し
い

「
入
所
施
設
の
確
保
」
に
力
を
入
れ
て

自
宅
で
介
護
し
て

695人に敬老祝金



新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
の
２
人
が
着
任
し
ま
し
た
。

ケ
ー
レ
ン
・
オ
シ
ノ
ミ
（
23
歳
）
さ

ん
と
ク
リ
ス
・
ア
レ
イ
ン
チ
ン

（
24
歳
）
さ
ん
で
、
ケ
ー
レ
ン
さ

ん
は
７
月
29
日
か
ら
、
ク
リ
ス
さ

ん
は
先
月
５
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１

年
間
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
、
主
に
市
内

の
中
学
生
の
英
語
の
指
導
に
あ
た

り
ま
す
。

「
館
山
は
伝
統
的
な
面
と
南
欧
風

な
ど
の
新
し
い
文
化
が
共
存
し
て

い
る
よ
う
で
す
ね
。
こ
ち
ら
の
お

宅
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
が
、
ア
メ

リ
カ
や
東
京
と
も
生
活
様
式
が

違
っ
て
い
て
、
す
っ
か
り
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
仕
事
で
は
、
英
語

の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ

の
生
活
や
文
化
の
違
い
を
生
徒
た

ち
に
伝
え
た
い
で
す
ね
」
と
い
う

ケ
ー
レ
ン
さ
ん
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
出
身

で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
卒

業
、
高
校
の
頃
か
ら
Ｄ
Ｊ
を
し
て

い
ま
し
た
。
趣
味
は
、
絵
を
描
く

こ
と
。

「
英
語
を
教
え
る
こ
と
を
通
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
伝
え
た

い
で
す
ね
。
自
分
が
い
る
こ
と

で
、
先
生
や
生
徒
た
ち
が
、
よ
り

充
実
し
た
授
業
に
な
る
よ
う
に
努

め
た
い
で
す
。
館
山
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
！
現
代
的
な
部
分
と
伝

統
的
な
部
分
が
、
共
存
し
て
い
る

印
象
を
受
け
ま
し
た
。
人
柄
も
や

さ
し
そ
う
で
、
が
ん
ば
っ
て
い
け

そ
う
で
す
」
と
い
う
ク
リ
ス
さ
ん

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
モ
ン
タ

ラ
出
身
。
趣
味
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク
、
ラ
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
（
ス
カ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
な

ス
ポ
ー
ツ
）
、
音
楽
鑑
賞
。

　
二
学
期
か
ら
ケ
ー
レ
ン
さ
ん
は

二
中
と
房
南
中
、
ク
リ
ス
さ
ん
は

一
中
と
三
中
で
、
指
導
に
あ
た
り

ま
す
。

　
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
と
無
人
島
観

察
を
通
じ
て
、
潜
在
的
ニ
ー
ズ
の

高
い
自
然
体
験
活
動
や
環
境
教
育

活
動
の
拠
点
と
な
る
自
然
学
校
に

つ
い
て
、
そ
の
可
能
性
を
検
討
し

よ
う
と
「
海
辺
の
自
然
学
校
」

（
国
土
交
通
省
港
湾
局
主
催
）
が

開
か
れ
ま
し
た
。
先
月
10
日
か
ら

12
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
開

か
れ
た
学
校
は
２
部
構
成
。
第
１

部
は
、
地
元
か
ら
海
辺
の
自
然
体

験
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
５

名
が
参
加
し
た
、
指
導
者
養
成
セ

ミ
ナ
ー
。
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
実

地
指
導
や
館
山
海
域
の
生
物
に
つ

い
て
、
東
京
水
産
大
学
の
坂
田
実

験
実
習
場
で
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
第
２
部
に
は
、
東
京
都
大
田

区
か
ら
小
学
生
８
名
と
市
内
の
小

学
生
10
名
の
計
18
名
の
児
童
が
参

　
今
年
も
群
馬
県
水
上
町
立
水
上

小
学
校
（
校
長
吉
澤
博
通
、
児
童

数
203
人
）
か
ら
５
、
６
年
生
63
人

が
館
山
小
学
校
（
校
長
小
宮
忠
、

児
童
数
610
人
）
を
訪
れ
、
先
月
８

日
歓
迎
交
流
会
が
館
山
小
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
水
上
小
学
校
と
館
山
小
学
校
と

の
交
流
は
、
今
年
で
36
年
目
。
当

時
両
校
の
音
楽
部
が
交
歓
会
を
は

じ
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
毎
年

夏
に
は
水
上
小
が
館
山
を
訪
れ
海

水
浴
、
冬
に
は
館
山
小
が
水
上
を

訪
れ
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
36
年
と
い
う
歴
史
か
ら
、
親

子
二
代
に
渡
り
、
交
流
を
深
め
る

家
庭
も
増
え
て
い
ま
す
。

「
当
時
、
私
も
水
上
に
行
っ
て
、

は
じ
め
て
あ
ん
な
雪
景
色
を
見
ま

し
た
。
で
も
家
の
中
は
と
て
も
暖

か
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
す
。
自

分
の
子
ど
も
た
ち
も
水
上
の
子
ど

も
た
ち
と
海
水
浴
な
ど
を
通
し

て
、
末
永
く
交
流
し
て
欲
し
い
で

す
ね
」
と
水
上
の
子
ど
も
を
受
入

れ
た
大
内
松
夫
さ
ん
。
今
回
は
、

館
山
小
学
校
６
年
生
（
101
人
）
の

う
ち
、
50
世
帯
が
水
上
の
63
人
を

受
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
夜
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
に
し
て
い
た
花
火
大
会
は
、
残

念
な
が
ら
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、

９
日
に
は
、
海
岸
で
海
水
浴
や

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
10

日
に
は
、
水
上
に
元
気
に
帰
り
ま

し
た
。

６７ だん暖たてやま 平成14年９月１日

場の民 広市

加
し
、
海
辺
の
生
き
物
や
暮
ら
し

の
よ
う
す
、
海
と
人
の
生
活
と
の

か
か
わ
り
を
学
び
ま
し
た
。

　
11
日
に
開
か
れ
た
県
立
安
房
博

物
館
で
の
第
２
部
の
開
校
式
で

は
、
三
宅
島
で
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

を
用
い
た
環
境
教
育
に
長
年
、
取

り
組
ん
で
き
た
海
洋
生
物
学
者
の

ジ
ャ
ッ
ク
モ
イ
ヤ
ー
校
長
（
73
）

が
あ
い
さ
つ
。
「
地
球
の
70
パ
ー

セ
ン
ト
は
海
。
海
の
破
壊
が
人
間

の
目
の
前
で
進
ん
で
い
る
が
、
20

年
先
の
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

あ
な
た
た
ち
に
、
『
海
は
何
だ
ろ

う
』
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
た

い
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

舞
台
を
坂
田
海
岸
に
移
し
て
か

ら
は
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
や
フ
ィ

ン
（
足
ひ
れ
）
の
身
に
つ
け
方
、

最
も
基
本
的
な
技
術
で
管
や
マ
ス

ク
に
入
っ
た
海
水
を
出
す
た
め
の

ス
ノ
ー
ケ
ル
ク
リ
ア
や
マ
ス
ク
ク

リ
ア
な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
初
体
験
の
ス
ノ
ー
ケ
ル
に
、

は
じ
め
は
慎
重
だ
っ
た
子
ど
も
た

ち
も
30
分
ほ
ど
で
す
っ
か
り
慣

れ
、
最
後
に
は
100
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

離
れ
た
岩
場
ま
で
ス
ノ
ー
ケ
ル
探

検
を
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
「
エ
ビ
や
フ
グ
が
い
た
よ
。

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
興
奮

し
た
様
子
で
、
友
達
同
士
で
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
夜
に
は
、
西
方
寺
で
の
講
話
や

ミ
ジ
ン
コ
の
一
種
で
刺
激
を
与
え

る
と
青
白
く
、
幻
想
的
に
輝
く

「
海
ホ
タ
ル
」
を
観
察
。
最
終
日

に
は
、
沖
ノ
島
で
植
物
観
察
な
ど

を
体
験
し
、
感
想
を
発
表
し
た
後

に
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

海辺の自然学校

▲ケーレン・オシノミさん

▲クリス・アレインチンさん

海
は
何
だ
ろ
う
？

「第８回全国大学フラメンコフェスティバル」に参加した約

300名の学生のうち150名が参加して、はじめて、『フラメン

コｉｎ南パラ』が、先月11日に開催されました。

　正午と午後２時からの２回、それぞれ20分間にわたり、南房

パラダイスプロムナードを会場に、情熱の踊りが披露されまし

真夏の太陽の下で情熱の踊り真夏の太陽の下で情熱の踊り

た。曲はスペイン南部のア

ンダルシア地方で盛んな舞

曲セビジャーナス（セビー

ジャの春祭りの時、老若男

女が楽しむ踊り）。

「青空の下、暑さも忘れ、

すごく楽しく踊れました」

とは、関西外国語大学３年
と み や ま

生の豊見山ゆうなさん。

～フラメンコin南パラ～

ウエットスーツを
着ると水に浮くんだよ

スノーケルがはずれ
ないようにしっかりと

握手や自己紹介で、

よろしく！



犬
・
猫
の
不
妊
・

　
　
　
去
勢
手
術
費
用
を
助
成

　　
接
種
方
法
／
表
２
の
と
お
り
、

集
団
接
種
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

通
知
し
ま
す
が
、
転
入
な
ど
で
通

知
が
届
か
な
い
人
は
、
当
日
、
直

接
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
年
齢
／
生
後
３
ヵ
月
か
ら

７
歳
５
ヵ
月

　
料
金
／
無
料

　
接
種
方
法
／
６
週
間
以
上
の
間

隔
で
２
回
服
用

　
今
回
の
個
人
通
知
対
象
／
平
成

　
接
種
方
法
／
集
団
接
種
で
、
表

３
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

手術を希望する動物病院で
病院名・獣医師名・住所・電話番号のある
ゴム印を押印してもらってください。

（
社
）
千
葉
県
獣
医
師
会
な
ど
で

は
、
動
物
愛
護
週
間
行
事
の
一
環

と
し
て
不
幸
な
子
犬
、
子
猫
を
な

く
す
よ
う
、
手
術
費
用
の
う
ち
５

千
円
を
助
成
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
応
募
先
ま

で
（
左
図
参
照
）
。
抽
選
で
、
利

用
券
を
発
行
し
ま
す
。

　
注
意
事
項
／
羨
１
世
帯
あ
た
り

１
頭
（
１
通
）
で
す
。
腺
該
当
の

病
院
は
（
社
）
千
葉
県
獣
医
師
会

員
の
動
物
病
院
で
す
。

　
応
募
期
間
／
９
月
20
日
（
金
）

～
26
日
（
木
）
ま
で
（
期
間
外
の

消
印
は
無
効
）

　
手
術
実
施
期
間
／
利
用
券
の
交

付
を
受
け
た
後
、
12

月
26
日

（
木
）
ま
で
に
手
術
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
260
―
０

０
２
１
　
千
葉
市
中
央
区
新
宿
２

―
９
―
７

（
社
）
千
葉
県
獣
医
師

会
（
殖
043
―
242
―
１
０
４
７
）

鶴谷八幡宮（八幡）祭礼の交通規制

車両通行止

15日＝18:00～21:30

指定車・許可車は除く

車両通行止
14日＝19:00～21:00
指定車・許可車
路線バスは除く

車両通行止

14日＝17:30～18:30

指定車・許可車は除く

大型車両通行止
14日＝13:00～16:00
15日＝14:00～21:30
指定車・許可車は除く

車両通行止
14日＝13:00～16:00
15日＝14:00～21:30
指定車・許可車は除く

９ だん暖たてやま

　住基ネットの稼動にともない、住民票コード通知を

先月８日に発送しました。まだ届いていない人は、ご

連絡ください。また、通知したハガキを光にかざす

と、番号が一部読み取れる恐れがあることが判明しま

した。通知は第三者を介していないため、情報がもれ

る事はありませんが、不安な人は住民票コードが変更

できます。　　　　問合せ／市民課（殖22―3414）

八幡祭礼／９月14日（土）～15日（日）午前６時～午後11時まで

返 信 申
込
者
の
郵
便
番
号
、

　
住
所
、
氏
名
を

　
　
お
書
き
く
だ
さ
い
。

下から３㎝以上を空欄にしておき、
手術を希望する動物病院で
病院名・獣医師名・住所・電話番号のある
ゴム印を押印してもらってください。

１．申込者の住所
２．　 〃　　氏名
３．　 〃　　電話番号
４．犬・猫の別・オス・メスの別
５．動物の名前・年齢・毛色
６．犬の場合は今年度の狂犬病予防
　　注射済票番号
（応募前に予防注射を済ませてください）

郵便往復はがき

返信「おもて」 往信「うら」

不妊・去勢手術助成（申込書）

３㎝
以上

往 信

千
葉
市
中
央
区
新
宿
２
ー

９
ー

７

　
　
　
　
結
城
野
ビ
ル
１
Ｆ

 

（
社
）千
葉
県
獣
医
師
会
あ
て

２６０００２１

１．犬・猫の別・オス・メスの別
２．動物の名前・年齢・毛色
３．犬の場合は今年度の狂犬病予防
　　注射済票番号

中央より下を５㎝以上を空欄に

抽選結果のシールをここに貼って
返信します。

５㎝
以上

３㎝
以上

郵便往復はがき

往信「おもて」 返信「うら」

住民票コード届きましたか？

　　　

　　　

　
接
種
方
法
／
個
別
接
種
（
市
で

委
託
し
た
医
療
機
関
で
個
別
に
接

種
）
で
行
い
ま
す
。（
表
１
）

　
接
種
時
期
／
３
月
上
旬
ま
で

　
通
知
方
法
／
対
象
者
に
は
、
対

象
と
な
る
月
の
翌
月
に
個
人
宛
に

通
知
し
ま
す
。

▼
麻
し
ん
（
は
し
か
）

　
対
象
／
生
後
１
歳
～
７
歳
５
ヵ

月　
受
け
方
／
１
回
接
種
　

※
は
し
か
に
か
か
っ
た
人
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
風
し
ん

　
対
象
／
生
後
１
歳
３
ヵ
月
～
７

歳
５
ヵ
月

　
受
け
方
／
１
回
接
種
　

※
風
し
ん
に
か
か
っ
た
人
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
　

※
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
麻
し

ん
接
種
後
に
行
う
こ
と
を
原
則
と

し
ま
す
。

▼
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百

日
せ
き
、破
傷
風
）

　
対
象
／
生
後
６
ヵ
月
～
７
歳

５
ヵ
月

　
受
け
方
／
【
第
１
回
初
回
】
３

～
８
週
間
間
隔
で
３
回
接
種
。

【
第
１
期
追
加
】
初
回
３
回
目
終

了
か
ら
、
１
年
か
ら
１
年
半
の
間

に
１
回
接
種

予
防
接
種
は
体
調
の
よ
い
と
き
に
…

　
受
付
時
間
／
午
後
１
時
15
分
～

午
後
２
時
ま
で

　
受
け
方
／
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
を
行
い
、
48
時
間
後
に
判
定

し
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
行
い
ま

す
。
　
対
象
年
齢
／
生
後
４
ヵ
月
～
４

歳
未
満

※
対
象
月
に
そ
れ
ぞ
れ
個
人
通
知

を
し
ま
す
。

※
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
、

４
ヵ
月
乳
児
健
診
と
同
日
に
実
施

し
ま
す
。

　
同
じ
日
に
両
方
受
け
る
人
は
、

予
防
接
種
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
乳

児
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

Ｂ
Ｃ
Ｇ

麻
し
ん
（
は
し
か
）

風
し
ん

三
種
混
合
予
防
接
種

　
就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
予
防
注
射
は
、
接
種
時
期
や
回
数
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
で
行
な
う
予
防
接
種
は
無
料
で
、
受
け
る
と
き
に

は
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・
体
温
計
・
筆
記
用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
種
類
に
よ
っ
て
、
個
別
に
医
療
機
関
で
受
け
る
も
の
と
集
団
で
受
け

る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
注
意
事
項
を
守
っ
て
、
体
調
の
良
い
と
き
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。
　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
殖
2 3
―
３
１
１
３
）

小
児
マ
ヒ
（
ポ
リ
オ
）

就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
に
予
防
接
種

館 　 山 　 病 　 院
小 　 林 　 病 　 院
赤門整形外科内科
青 　 木 　 医 　 院
梅 　 園 　 医 　 院
清 　 川 　 医 　 院
黒 　 川 　 医 　 院
あかねこどもクリニック
原 ク リ ニ ッ ク
安      房      医       院

22－1122
27－3811
22－0008
22－3805
22－4670
23－7731
22－0520
24－4150
24－5711
20－1360

九 重 鈴 木 医 院
鈴木医院（神戸）
西　岬　診　療　所
野原皮膚科内科医院
本 　 多 　 医 　 院
遊 　 佐 　 医 　 院
和 　 田 　 医 　 院
たてやま友愛クリニック
安 房 医 師 会 病 院

22－9131
28－2010
29－0030
22－0333
23－6630
22－2576
22－5331
20－1200
25－5111

▼表１　委託医療機関
医 療 機 関 名電話番号医 療 機 関 名 電話番号

▼表２ポリオの日程
14
年
１
月
９
日
か
ら
８
月
６
日
生

ま
れ
で
、
一
度
も
ポ
リ
オ
を
受
け

て
い
な
い
人

※
当
日
、
下
痢
の
場
合
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

※
服
用
前
後
30
分
は
飲
食
を
避
け

て
く
だ
さ
い
。

第
１
回

第
２
回

　 日　程

11月６日（水）

11月８日（金）

11月11日（月）

11月13日（水）

１月14日（火）

１月16日（木）

１月20日（月）

１月22日（水）

受付時間

13:15～

　14:00

▼表３ツベルクリン・ＢＣＧの日程

せ知お ら

８平成14年９月１日

９月17日（火）

10月15日（火）

11月12日（火）

12月10日（火）

１月15日（水）

２月18日（火）

３月18日（火）

９月19日（木）

10月17日（木）

11月14日（木）

12月12日（木）

１月17日（金）

２月20日（木）

３月20日（木）

ツベルクリン
反応検査

ツベルクリン
判定・ＢＣＧ



　
中
央
公
民
館
で
は
、
市
民

を
取
り
巻
く
現
代
的
な
課
題

を
取
り
上
げ
、
各
分
野
で
活

躍
す
る
講
師
を
招
き
、
秋
の

館
山
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を

開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
講
座
で
は
保
育
室
も

10平成14年９月１日

　
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
算

定
の
基
に
な
る
評
価
調
査
で
、
新

築
ま
た
増
築
し
た
家
屋
を
対
象
に

行
い
ま
す
。

　
調
査
時
間
は
、
100

曾
（
約
30

坪
）
の
新
築
家
屋
で
、
約
30
分
で

す
。
係
員
は
身
分
証
明
書
を
持
参

し
て
い
ま
す
。

新新新新新
築築築築築
・・・・・
増増増増増
築築築築築
ししししし
たたたたた
家家家家家
屋屋屋屋屋
ののののの
評評評評評
価価価価価
調調調調調
査査査査査

新
築
・
増
築
し
た
家
屋
の
評
価
調
査

　
全
国
で
抽
出
さ
れ
た
約
44
万
世

帯
の
15
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

普
段
、
何
か
収
入
に
な
る
仕
事
を

し
て
い
る
か
や
就
業
に
関
す
る
希

望
な
ど
に
つ
い
て
、
10
月
１
日
現

在
で
、
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
館
山
、
北
条
、
那

古
、
船
形
、
九
重
地
区
の
７
調
査

区
（
館
山
、
北
条
は
そ
れ
ぞ
れ
２

調
査
区
）
が
対
象
で
、
今
月
初
旬

に
調
査
員
が
準
備
調
査
の
た
め

に
、
調
査
区
の
す
べ
て
の
世
帯
を

訪
問
し
ま
す
。
そ
の
後
１
調
査
区

15
世
帯
を
抽
出
し
、
こ
れ
ら
の
世

帯
の
15
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
今

月
下
旬
に
再
訪
問
し
て
、
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
雇
用
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
状
況
や
産
業
構
造

の
変
化
に
伴
う
雇
用
流
動
化
の
実

態
な
ど
就
業
に
関
す
る
詳
し
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
り
、
国
や
県
の

雇
用
・
失
業
対
策
、
福
祉
政
策
な

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
が
供
用

開
始
さ
れ
た
区
域
の
一
般
家
庭
や

事
業
所
に
対
し
て
、
ト
イ
レ
を
改

造
し
た
場
合
に
補
助
金
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
期
間

は
、
供
用
開
始
後
３
年
以
内
で
す

の
で
、
平
成
12
年
４
月
１
日
に
供

　　
９
月
10
日
の
「
下
水
道
の
日
」
を

中
心
に
下
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
深
め
る
た
め
、
各
種
、
普
及
・

啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
も
、
公
共
下
水
道
の
役
割

や
目
的
を
よ
り
理
解
し
て
、
さ
ら

に
多
く
の
家
庭
が
接
続
し
て
く
れ

る
よ
う
９
月
11
日
に
館
山
駅
か
ら
市

役
所
ま
で
を
歩
き
な
が
ら
「
街
頭

　
留
守
が
ち
な
場
合
は
、
電
話
予

約
も
で
き
ま
す
。
予
約
の
際
は
、

調
査
希
望
日
時
、
調
査
の
場
所
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
予
約
／
税
務
課
資
産

税
係（
殖
22
―
３
２
６
１
）

　
雨
水
排
水
路
の
整
備
の
た
め
、

三
軒
町
排
水
路
改
良
工
事
を
行
い

ま
す
。
こ
の
工
事
で
市
道
１
０
９

５
号
線
と
市
道
１
０
９
０
号
線
の

一
部
で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
／
来
年
２
月
中
旬
ま
で

　
規
制
内
容
／
市
道
１
０
９
５
号

線
は
昼
間
全
面
通
行
止
め
、
市
道

１
０
９
０
号
線
は
昼
間
片
側
交
互

通
行
。
夜
間
は
と
も
に
通
行
可

能
。
　
問
合
せ
／
都
市
計
画
課
街
路
係

（
殖
22
―
３
６
１
２
）

三
軒
町
排
水
路
改
良
工
事
で
交
通
規
制

ど
の
各
種
行
政
施
策
を
立
案
す
る

際
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
情
報
化
推
進
室
統
計

係
（
殖
22
―
３
１
６
８
）

用
開
始
し
た
区
域
（
三
中
・
貴
家

医
院
周
辺
、
あ
ら
か
わ
食
堂
か
ら

汐
入
川
沿
い
波
奈
寿
司
駐
車
場
付

近
）
は
、
来
年
３
月
31
日
ま
で
に

公
共
下
水
道
に
接
続
し
な
い
と
補

助
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
　
問
合
せ
／
下
水
道
課
業
務
係

（
殖
22
―
３
６
６
１
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
下
水
道
課
業
務
係

（
殖
22
―
３
６
６
１
）

　
安
房
保
健
所
な
ど
で
は
、
犬
の

正
し
い
飼
い
方
、
し
つ
け
方
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
10
月
６
日
（
日
）
午
後

１
時
　
場
所
／
三
芳
村
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
「
犬
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
」
「
子
犬
、
成
犬
の
正
し
い

飼
い
方
・
し
つ
け
方
」
な
ど
の
講

義
、
犬
を
使
っ
た
模
範
演
技

　
参
加
費
／
800
円（
教
材
費
）

　
定
員
／
家
族
な
ど
50
組

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
安
房
保
健

所（
殖
22
―
４
５
１
１
）

せ知お ら

水
洗
ト
イ
レ
に
補
助
金

公
共
下
水
道
供
用
開
始
後
３
年
以
内
な
ら

就
業
構
造
基
本
調
査

10
月
１
日
に

犬
の
正
し
い

飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室

９
月
11
日
に

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

シンボルマーク

　11 だん暖たてやま

集募

開催日

10/16（水）

10/30（水）

11/ ６（水）

11/20（水）

12/ ４（水）

テーマ

海辺のまちづくり　

館山港の振興ビジョン

エコライフを考える

生活習慣病

　糖尿病について

法律問題

サラ金トラブル

来年完全実施？

ペイオフってどんな制度？

講師

館山市長　辻田実

海辺のまちづくり推進室

昭和女子大学院

教授　常喜　豊

昭和女子大学院

　教授　萬里小路直樹

弁護士　川﨑真樹子

東洋証券（株）

館山支店長　大田芳則

秋
の
館
山
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

設
置
し
ま
す
。

　
日
程
／
表
の
と
お
り
。
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
午
後
３

時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
定
員
／
120
人

　
締
切
／
10
月
10
日
（
木
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館
（
殖
23
―
３
１
１
１
）

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
す

る
人
は
、
申
し
込
み
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
９

月
30
日
（
月
）
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
居
資
格
／
市
内
に
住
所

ま
た
は
勤
務
地
が
あ
り
、
住

宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
人
。
た
だ
し
、
収
入

基
準
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
真
倉
、
那
古
住
宅
は
、
身
体
障

害
者
を
含
む
世
帯
を
優
先
し
ま

す
。
　
選
考
方
法
／
市
営
住
宅
入
居
選

考
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

　
入
居
時
期
／
11
月
上
旬
の
予
定

で
す
。

　
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係
（
殖

22
―
３
６
３
１
）

＊家賃、敷金は、平成14年度分の
入居者の最高金額と最低金額です。
実際の家賃は、入居者ごとの世帯の
収入により決定します。次年度以降
の家賃も、前年中の所得に基づいて
入居者ごとに算定します。

▼真倉住宅

　
南
総
里
見
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、
八
犬
士
の
１
人
、
犬
飼
現

八
に
扮
し
て
「
里
見
水
軍
武
者
行

列
」
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
市
内
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　
他
の
八
犬
士
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

生
誕
の
地
と
さ
れ
て
い
る
市
町
村

か
ら
募
集
し
ま
す
。

　
開
催
日
時
／
10
月
20
日
（
日
）

正
午
～
午
後
６
時
（
小
雨
決
行
）

　
会
場
／
北
条
海
岸
を
中
心
に
実

施
し
ま
す
。

　
行
事
内
容
／
里
見
水
軍
武
者
行

列
、
山
車
・
神
輿
の
パ
レ
ー
ド

（
城
山
公
園
～
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
～
北

条
海
岸
）
、
里
見
水
軍
戦
国
合
戦

絵
巻
、
郷
土
芸
能
祭
ほ
か

　
募
集
人
員
／
犬
飼
現
八
役
　
１

名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
主
催

者
側
で
選
考
）

南
総
里
見
ま
つ
り
の
八
犬
士

　
応
募
資
格
／
羨
現
在
、
市
内
に

在
住
、
在
勤
の
人
、
腺
実
行
委
員

会
が
用
意
す
る
衣
裳
を
着
て
、
市

内
約
２
キ
ロ
の
パ
レ
ー
ド
を
行
な

え
る
健
康
な
人
、
舛
当
日
の
行
事

に
必
ず
参
加
で
き
る
人
、
船
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。

　
応
募
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
電
話
番

号
、
職
業（
学
校
名
）、
年
齢
、
身

長
、
性
別
を
明
記
し
て
、
郵
送
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

　
締
切
／
９
月
25
日
（
水
）
当

日
消
印
有
効

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
観
光
課
内
八
犬
士
係

（
殖
22
―
３
３
４
６
）E

-m
a
il

k
a
n
k
o
u
@
c
ity
.ta
te
y
a
m
a
.

c
h
ib
a
.jp

敷　　金家　　賃間取り構　造場　　所戸数住宅名

7,300円

～13,900円

21,900円

～  41,700円
笠　名 2 簡易耐火２階建

館山海上技術

学校付近
２DＫ

6,800円

～13,800円

20,400円

～  41,400円
沼 １ 簡易耐火２階建

館山小学校

付近
２ＤＫ

21,300円

～46,700円

63,900円

～140,100円
真　倉 １

中層耐火３階建

（身体障害者向け）
城山下付近 ３ＤＫ

16,600円

～36,400円

49,800円

～109,200円
那　古 １

中層耐火４階建

（身体障害者向け）
那古海岸通り ３ＤＫ

12,500円

～27,600円

37,500円

～  82,800円
笠　名 １ 簡易耐火２階建

館山海上技術

学校付近
３DＫ

▼オープンカレッジの日程

市
営
住
宅
の
入
居

市
営
住
宅
の
入
居

市
内
か
ら
犬
飼
現
八
を
募
集

市
内
か
ら
犬
飼
現
八
を
募
集


